
会 議 等 報 告 書 

１ 件名 平成 30 年度市民事業交流会(第 69 回市民事業専門委員会) 

２ 日時 平成 30 年９月 29 日(土) 10 時 00 分～17 時 00 分

（10:10～15:25 ファンドレイジング講座、 

15:35～15:55 市民事業支援補助金卒業団体活動報告、 

15:55～16:50 意見交換会） 

３ 場所 神奈川工科大学 IT エクステンションセンター 302 大講義室 

４ 参加団体 もり・みず市民事業支援補助金交付団体、 

もり・みず市民事業支援補助金卒業団体、 

環境関連市民事業団体 

５ 概要 

(1) 開催目的 

① 補助期間終了を見据えた活動の自立 

② 市民事業団体同士の相互ネットワークづくり 

(2) 開催内容 

① ファンドレイジング講座『善意の資金の集め方～寄付者ピラミッドという考え方～』 

講師：徳永 洋子 氏（(特非)日本ファンドレイジング協会 理事） 

・ファンドレイジングとは 

・ファンドレイジングの黄金律 

・寄付者ピラミッドという考え方 

・潜在的支援者について 

・あなたの団体の寄付者ピラミッド 

・各階層への働きかけ 

・ステップアップしてもらうための導線（ルート） 

・「MITAS」の法則 

② 平成29年度市民事業支援補助金卒業団体活動報告（ファンドレイジング実践報告） 

講師：豊田 直之 氏（(特非)海の森・山の森事務局 理事長） 

・私たちのファンドレイジング 

③ 意見交換会 

資料２－５



(3) 開催効果 

・ファンドレイジングの基礎や、寄付者ピラミッドなどを学び、今後の団体活動に活

用できる知識や考え方を得ることができた。アンケート結果でも、「(講座が)わかり

やすい」「(団体の活動に)活用できる」の回答が多かった。 

・講座内でのグループワークや意見交換会で自身の所属する団体について伝える時間

があったので、団体同士の交流がより図られた。 

６ 当日の様子 

（開会あいさつ）            （ファンドレイジング講座 1） 

（ファンドレイジング講座 2）             （実践報告 1） 

（実践報告 2）                （意見交換会） 



日時：平成30年9月29日(土)　10時00分～17時00分

会場：神奈川工科大学ITエクステンションセンター　302大講義室

回答：24名（団体参加者23名、委員1名）

１．第1部「ファンドレイジング講座」について

○ 講座内容についていかがでしたか？

非常にわかりやすい 8

わかりやすい 14

普通 2

わかりづらい 0

非常にわかりづらい 0

未回答 0

○ 講座時間についていかがでしたか？

長い 11

ちょうどいい 13

短い 0

未回答 0
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○ 今後の団体の活動に活用できそうですか？

活用できる 17

どちらともいえない 7

活用できない 0

未回答 0

○ 御意見・御感想等 <自由意見>
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ありがとうございました。

参考になりました。ありがとうございます。

地元のイベントがあり12時で引き上げました。徳永先生のような講義は初めて受けまし
た。まして自然環境保全活動は将来の夢を持ちながらの活動に邁進できますね。これか
らも実行していきたいと思います。<第1部のみ参加>

講師の話のみでなく、グループディスカッションは大変よかった。「資金調達」を「会
員調達」と読み替えてきかせていただきました。

他団体との交流ができたことがとてもよかったです。徳永先生の講義でも、意見交換の
回数をたくさん設けていただけてよかったです。

また機会がありましたら、よろしくお願いします。

以前の講座で、ファンドレイジングの申請書の書き方講座に従って申請したところ、補
助金を獲得することができ、感謝しています。今回のファンドレイジング講座も有益な
時間でした。特に、M･I･T･A･Sは良かった。<第1部のみ参加>

各団体の方と交流ができて、大変有意義でした。ありがとうございました。<第1部のみ
参加>

講座はとても参考になった。ありがとうございました。

今まで、会の宣伝は作業するボランティアを募集することに集中していたことに気付い
たのが、最大の収穫でした。お金を寄付することで貢献できる、ということをアピール
して、高齢、子育て、仕事に忙しい、など作業に参加できないために会から遠ざかって
いた人を引きつけるためにも、寄付による参加、という道筋を提供することが大切だと
感じました。

(1)ファンドレイジングの具体的な参考事例のお話が聞きたかった。
(2)豊田さんの実践発表、特に「大岡川ニュース」については参考になりました。

H27.FR(ファンドレイジング講座？)から大きく内容が充実したのか、大変印象に残り参
考になりました。
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